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「東日本大震災」の当社グループへの影響に関するお知らせ（続報） 
 

 平成 23 年３月 11 日に発生いたしました「東日本大震災」により被災された皆様におかれまし

ては、心よりお見舞いを申し上げます。 
平成 23 年３月 14 日に当社グループへの影響についてお知らせしましたが、現時点で判明した

その後の状況につきまして、下記の通りお知らせいたします。 
 

記 
 
1.当社グループ各事業所への影響等 

（１）シチズン東北株式会社  

相馬事業所以外の事業所につきましては、損害は軽微であり、各工程の機械装置の確認

作業と復旧のため、一時操業を停止しましたが、3 月中旬より徐々に復旧が進み、現在は

ほぼ正常に稼働しております。相馬事業所につきましては、津波による建物への被害は受

けておりませんが、インフラの問題に加え、従業員の出社が困難な状況となるなど、復旧

の作業にかなりの時間を要しておりました。4 月より、順次生産を再開し、通常稼働を目

指しております。 

 
（２）シチズンマシナリーミヤノ株式会社（ミヤノカンパニー） 

北上事業所につきましては、3 月下旬から生産を一部再開しておりましたが、全ての生

産設備の点検修理を完了し、通常稼働を開始しております。また、福島事業所においては、

建物等事業所全体の完全復旧には、なお時間を要しますが、生産設備については修理点検

を終え、４月 20 日より本格稼働を再開しました。 
 

（３）シチズン電子船引株式会社 
  建物、設備についての影響は大きくありませんでした。震災後、一時的に操業を停止し

ましたが、３月 22 日より 24 時間体制で通常稼働を再開しております。 
 
 



（４）その他 
  原材料、購入部品、副資材などサプライチェーンや、原子力発電所の問題が与える影響

（当社グループの事業所は全て福島第 1 原子力発電所の 30ｋm 範囲外であり、計画的避難

区域にも含まれておりません）、今後予定される電力制限の影響などにつきましては、不透

明な点が多く、今後の業績に与える影響につきましては、現在のところ未定です。 
 
 

2.業績への影響 
  今回の災害における当社グループの業績へ重大な影響が見込まれる場合には、速やかに

開示いたします。 
 

以  上 


